
一 

次
の
も
の
は
文
章
・
段
落
・
文
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
□
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き

な
さ
い
。（
１０
点×

５
問
） 

              
 

     

二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、（ 

 
 
 

）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

５
問
） 

                

(1) 

こ
の
文
章
に
は
い
く
つ
の
段
落
が
あ
り
ま
す
か
。（ 

 
 
 
 
 

） 

  

(2) 

こ
の
文
章
に
は
い
く
つ
の
文
が
あ
り
ま
す
か
。 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

(3) 

言
葉
の
単
位
「
文
・
段
落
・
文
章
」
を
大
き
い
順
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

）
→
（ 

 
 
 
 
 
 

）
→
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

中
学
校 

国
語 

 

文
法
① 

～
言
葉
の
単
位
①
～ 

 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

中
学
校
生
活
の
中
で
、
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
三
年
生
の
時
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。 

 

私
は
歌
う
こ
と
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
楽
の
成
績
も
い
つ
も
良
く
な
い

の
で
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
と
て
も
憂
う
つ
で
し
た
。
そ
ん
な
私
の
様
子
を
み
て
、

友
達
が
優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
「
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
一
緒
に
全

力
で
取
り
組
も
う
。」
こ
の
一
言
で
私
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

本
番
の
日
、
不
思
議
な
こ
と
に
私
は
全
く
緊
張
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
努
力
の
成

果
が
出
せ
る
と
い
う
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

結
果
は
優
秀
賞
で
し
た
。
一
番
は
と
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ク
ラ
ス
の
仲
が
深

ま
っ
た
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
経
験
が
私
を
大
き
く
成

長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 ○

一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
内
容
を
文
字
で
表
し
た
も
の
を 

 
 
 
 
 
 

と
い
う
。 

  
 
 

 

※
日
常
の
会
話
な
ど
、
音
声
で
表
さ
れ
た
一
ま
と
ま
り
の
内
容
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
。 

  

○
文
章
の
中
で
、
ま
と
ま
っ
た
内
容
を
表
す
一
区
切
り
を 

 
 
 
 
 
 

と
い
う
。 

 

※
詩
に
お
け
る 

 
 
 
 
 
 
 

も
同
じ
発
想
。 

  ○
文
章
に
は
「
。」
に
よ
る
切
れ
目
が
あ
り
、
こ
の
一
続
き
の
言
葉
の
単
位
を 

 
 
 

と
い
う
。 

 

 

 

 

 

 

 

 



一 

次
の
も
の
は
文
・
文
節
・
単
語
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
□
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き

な
さ
い
。（
１０
点×

３
問
） 

              
 

   

二 

次
の
文
で
文
節
に
分
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
に 

線
（
／
）
を
引
き
な
さ
い
。（
１０
点×

３
問
） 

  

(1) 

明
日
の
給
食
は
カ
レ
ー
だ
。 

  

(2) 

中
庭
に
あ
る
桜
の
木
に
は
、
毎
年
美
し
い
花
が
咲
く
。 

 

(3) 

父
が
集
め
て
い
る
小
説
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 三 

次
の
文
を
単
語
に
分
け
、
○
で
囲
み
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

(1) 

明
日
の
給
食
は
カ
レ
ー
だ
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

(2) 

中
庭
に
あ
る
桜
の
木
に
は
、
毎
年
美
し
い
花
が
咲
く
。 

 

四 

次
の
文
の 

①
文
節
の
数 

②
単
語
の
数 

は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
で
す
か
。（
１０
点×

２
問
） 

  
 

今
日
の
委
員
会
で
は
、
来
月
行
う
体
育
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
め
る
予
定
だ
。 

    
 
 

①
文
節
の
数
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 

②
単
語
の
数
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

中
学
校 

国
語 

文
法
② 

～
言
葉
の
単
位
②
（
文
・
文
節
・
単
語
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 
 ○

文
章
に
は
「
。」
に
よ
る
切
れ
目
が
あ
り
、
こ
の
一
続
き
の
言
葉
の
単
位
を 

 
 
 

と
い
う
。 

  

○
発
音
や
意
味
の
上
で
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
文
を
で
き
る
だ
け
短
く
区
切
っ
た 

 

ま
と
ま
り
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
。 

 

★
区
切
り
目
に
「
ね
」「
さ
」「
よ
」
な
ど
を
入
れ
て
み
る
と
よ
い
。 

 

○
言
葉
の
意
味
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、
文
節
を
さ
ら
に
細
か
く
分
け
た
も
の
を 

  
 

と
い
い
、
こ
れ
は
言
葉
と
し
て
の
最
小
の
単
位
で
あ
る
。 

 

 

 

 

 



一 

次
の
文
の
述
語
を
〇
で
囲
み
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

水
族
館
へ 
行
く
。 

 
 
 

  
 
 
 

⑵ 

花
が 

と
て
も 

美
し
い
。 

  

⑶ 

私
の
父
親
は
宇
宙
飛
行
士
だ
。 

 
 
 

⑷ 

教
室
の
机
を
並
べ
る
。 

  

⑸ 

富
士
山
は
日
本
で
一
番
高
い
山
だ
。 

 

⑹ 

昨
夜
は
雨
が
激
し
く
降
っ
た
よ
う
だ
。 

  

二 

次
の
文
の
主
語
を
〇
で
囲
み
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

弟
は 

野
球
部
員
だ
。 

 
 
 
 
 
 

 
⑵ 

サ
ッ
カ
ー
は 

小
学
生
に 

人
気
だ
。 

  

⑶ 

先
生
が
プ
リ
ン
ト
を
配
る
。 

 
 
 
 

⑷ 
優
勝
す
る
の
は
き
っ
と
私
の
ク
ラ
ス
だ
。 

  

⑸ 

利
根
川
は
日
本
で
一
番
大
き
な
川
だ
。 

⑹ 

昨
日
は
妹
も
海
へ
行
っ
た
。 

        

三 

次
の
文
の
主
語
と
述
語
を
そ
れ
ぞ
れ
一
文
節
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
５
点×

８
問
） 

  

⑴ 

私
は 

庭
に 

咲
く 

コ
ス
モ
ス
に 

水
を 

や
る
。 

  
 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

⑵ 

た
く
さ
ん
の
人
々
が
マ
ラ
ソ
ン
選
手
に
声
援
を
送
っ
た
。 

  
 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

⑶ 

来
週
は
卓
球
部
も
練
習
試
合
に
出
か
け
る
そ
う
だ
。 

  
 
 
 

主
語
（ 
 
 
 
 
 
 

） 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

⑷ 

店
頭
に
並
ん
で
い
る
手
ぬ
ぐ
い
も
、
こ
の
地
方
の
特
産
品
で
す
。 

  
 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

中
学
校 

国
語 

文
法
③ 

～
文
の
成
分
①
（
主
語
・
述
語
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

主
語
の
中
に
は
「
～
は(

が)

」
と
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
よ
。 

先
に
述
語
を
見
つ
け
て
そ
れ
に
対
応
す
る, 

「
何
が(

誰
が)

―
」
の
関
係
の
文
節
を
探
し
て
み
よ
う
。 

  



一 

次
の
―
―
線
の
語
を
詳
し
く
す
る
文
節
に
〇
を
付
け
な
さ
い
。（
５
点×

４
問
） 

  

⑴ 

み
か
ん
を 
食
べ
る
。 

 
 
 
 
 

⑵ 

少
年
は
本
を
買
い
ま
し
た
。 

 

  

⑶ 

友
達
と 

買
っ
た 
ス
ト
ラ
ッ
プ
。 

 

⑷ 

赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
に
教
科
書
を
入
れ
る
。 

     

二 

次
の
文
の
中
か
ら
修
飾
語
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
５
点×

３
問
） 

  

⑴ 

ひ
ま
わ
り
の 

種
が 

落
ち
て
い
る
。 

  

⑵ 

図
書
室
は
三
階
に
あ
り
ま
す
。 

  

⑶ 

学
級
委
員
が
司
会
を
務
め
る
。 

 

三 

次
の
―
―
線
の
語
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
〇
で
囲
み
な
さ
い
。（
５
点×

４
問
） 

  

⑴ 

難
し
い 

本
を 

読
む
。 

 
 
 
 

⑵ 

新
し
い
法
律
が
施
行
さ
れ
る
。 

  

⑶ 

お
い
し
い 

桃
を 

食
べ
る
。 

 
 

⑷ 

新
鮮
な
野
菜
を
販
売
す
る
。 

   

四 

次
の
―
―
線
が
修
飾
す
る
被
修
飾
語
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
５
点×

３
問
） 

  

⑴ 

来
年
の 

春
、
私
は 

高
校
生
に 

な
る
。 

  

⑵ 

黄
色
い
タ
オ
ル
が
廊
下
に
落
ち
て
い
る
。 

 

  

⑶ 

地
元
の
図
書
館
で
静
か
に
本
を
読
む
。 

 

五 
 

次
の
―
―
線
の
修
飾
語
は
、
ア
・
連
体
修
飾
語 

イ
・
連
用
修
飾
語 

の
ど
ち
ら
か
。
記
号
で
答
え

な
さ
い
。（
１０
点×

３
問
） 

  

⑴ 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の 

Ｃ
Ｄ
を 

聴
き
な
が
ら 

勉
強
す
る
。 

  

⑵ 

夏
目
漱
石
の 

作
品
を 

授
業
で 

学
習
し
た
。 

  

⑶ 

理
科
の 

実
験
を 

協
力
し
て 

行
う
。 

 

 中
学
校 

国
語 

文
法
④ 

～
文
の
成
分
②
（
修
飾
語
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

他
の
文
節
を
詳
し
く
説
明
す
る
文
節
を
「
修
飾
語
」
と
い
う
。 

 

修
飾
語
に
よ
っ
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
る
文
節
を
「
被
修
飾
語
」
と
い
う
。 



一 

次
の
文
の
中
で
、
前
後
の
文(

文
節)

を
つ
な
い
で
い
る
文
節
に
〇
を
付
け
な
さ
い
。（
５
点×

４
問
） 

  

⑴ 

台
風
が 
来
た
。
だ
か
ら 

風
が 

強
い
。 

 

⑵ 

明
日
は 

祝
日
だ
。
し
か
し
、
仕
事
が
あ
る
。 

  

⑶ 

電
話
、
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
。 

⑷ 
 

書
類
に
住
所
お
よ
び
氏
名
を
記
入
す
る
。 

     

二 

次
の
文
の
中
か
ら
接
続
語
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
５
点×

３
問
） 

  

⑴ 

食
事
に 

す
る
か
、
そ
れ
と
も 

風
呂
に 
入
る
か
。 

  

⑵ 

部
活
は
辛
い
。
け
れ
ど
も
や
り
が
い
が
あ
る
。 

  

⑶ 

頑
張
っ
た
ね
。
で
は
、
終
わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

三 

次
の
文
か
ら
接
続
語
を
〇
で
囲
み
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

台
風
が 

来
た
か
ら 

風
が 

強
い
。 

⑵ 

明
日
は 

祝
日
だ
が 

仕
事
が 
あ
る
。 

  

⑶ 

晴
れ
れ
ば
、
明
日
は
試
合
だ
。 

 
 

⑷ 

ど
ん
な
に
眠
く
て
も
、
授
業
中
に
寝
て
は
い
け
な
い
。 

  

⑸ 
 

猛
練
習
し
た
の
に
怪
我
で
欠
場
だ
。 

⑹ 
 

早
く
行
か
な
い
と
先
輩
に
し
か
ら
れ
る
。 

    

四 

次
の
文
中
の
（ 

）
に
当
て
は
ま
る
接
続
語
を
後
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
７
点×

５
問
） 

 

⑴ 
 

キ
ャ
プ
テ
ン
は
と
て
も
ま
じ
め
で
、（ 

 
 
 
 

）
勇
気
が
あ
る
人
だ
。 

  

⑵ 
 

視
力
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
。（ 

 
 
 
 

）
メ
ガ
ネ
を
つ
く
ろ
う
。 

  

⑶ 
 

お
祭
り
に
行
っ
て
も
い
い
よ
。（ 

 
 
 
 

）、
九
時
に
は
必
ず
帰
っ
て
き
な
さ
い
よ
。 

  

⑷ 
 

キ
ャ
ン
プ
に
行
く
な
ら
長
瀞
か
（ 

 
 
 
 

）
嵐
山
か
ど
ち
ら
に
し
よ
う
か
な
。 

  

⑸ 

き
れ
い
な
花
を
買
っ
た
ん
だ
。（ 

 
 
 

）
す
ぐ
に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
よ
。 

  中
学
校 

国
語 

文
法
⑤ 

～
文
の
成
分
③
（
接
続
語
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

理
由
や
条
件
を
表
し
た
り
、
前
後
の
文
を
つ
な
い
で
そ
の
関
係
を
示
し
た
り
す
る
文
節
を

「
接
続
語
」
と
い
う
。 

文
節
の
終
わ
り
に
「
～
か
ら
」
「
～
ば
」
「
～
て
も(

で
も)

」

な
ど
が
つ
い
て
も
接
続
語
の
文
節
に
な
る
よ 

 

ア
・
と
こ
ろ
が  

イ
・
だ
か
ら  

ウ
・
し
か
も  

エ
・
た
だ
し  

オ
・
も
し
く
は 



          

一 

次
の
文
の
中
で
、
独
立
語
に
〇
を
付
け
な
さ
い
。（
４
点×

５
問
） 

  

⑴ 

は
い
、 

答
え
は 

Ｂ
で
す
。 

 

⑵ 

さ
あ
、
行
こ
う
か
。 

 

⑶ 
 

う
ん
、
そ
れ
で
い
い
よ
。 

  

⑷ 

埼
玉
県
、
こ
こ
が
私
の
ふ
る
さ
と
。 

 
 

⑸ 

ど
う
も
、
そ
れ
は
助
か
り
ま
し
た
。 

 

 

二 

次
の
―
―
部
の
独
立
語
は
Ａ
呼
び
か
け
・
Ｂ
感
動
・
Ｃ
応
答
・
Ｄ
提
示
の
ど
れ
か
。
記
号
で
答
え

な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

い
い
え
、
私
は
知
り
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 

 

 
 

⑵
さ
あ
さ
あ
、
も
う
寝
る
時
間
で
す
よ
。

 

 

 
 

 

⑶ 
 

浮
世
絵
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
の
芸
術
。

 

 
 

⑷
あ
あ
、
な
ん
て
い
い
景
色
な
ん
だ
。

 

 

  

⑸ 
 

は
い
、
こ
ち
ら
は
消
防
本
部
で
す
。 

 

 

 
 

⑹
ね
え
、
僕
の
言
う
こ
と
聞
い
て
る
？

 
 

 

三 

次
の
各
文
か
ら
（ 

）
で
示
さ
れ
て
い
る
働
き
を
す
る
文
節
に
―
線
を
付
け
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
５
点×

１０
問
） 

 

⑴ 

新
し
い
家
に
は
き
れ
い
な
花
だ
ん
も
設
置
さ
れ
た
。 

 
(

主
語) 

 

⑵ 

教
室
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
の
は
誰
で
す
か
！ 

 
 
 
 
 
 
 
(

主
語) 

 

⑶ 

あ
あ
、
こ
こ
が
あ
こ
が
れ
て
い
た
ス
テ
ー
ジ
だ
。 

 
 
 
(

述
語) 

 

⑷ 

彼
の
グ
ロ
ー
ブ
の
値
段
は
チ
ー
ム
の
中
で
一
番
高
い
。(

述
語) 

 

⑸ 

彼
女
の
誕
生
日
に
バ
ラ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。 

 
 
 
 
 
(

連
体
修
飾
語) 

 

⑹ 

視
聴
者
に
誤
っ
た
情
報
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 
 
 
 
(

連
用
修
飾
語) 

 

⑺ 

あ
ん
な
に
注
意
し
た
の
に
、
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
。 

 
(

接
続
語) 

 

⑻ 

明
日
か
ら
県
大
会
な
の
で
、
今
日
は
軽
め
の
練
習
だ
。(

接
続
語) 

 

⑼ 

あ
れ
、
ど
う
し
て
こ
こ
に
自
転
車
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。(

独
立
語) 

 

⑽ 

ほ
ら
、
こ
ん
な
に
高
く
積
み
木
が
で
き
た
よ
。 

 
 
 
 
 
(

独
立
語) 

中
学
校 

国
語 

文
法
⑥ 

～
文
の
成
分
④
（
独
立
語
・
文
の
成
分
の
ま
と
め
①
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

主
語
・
述
語
・
接
続
語
に
な
ら
ず
、
他
の
文
節
と
は
直
接
関
係
が
な
く
、
比
較
的
独
立
し
て

い
る
文
節
の
こ
と
を
「
独
立
語
」
と
い
う
。 

独
立
語
は
大
き
く
次
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。 

 

Ａ 

呼
び
か
け
― 

お
い
・
ね
え
・
さ
あ
・
も
し
も
し
・
こ
ん
に
ち
は  

 

Ｂ 

感
動
―
―
― 

あ
あ
・
ま
あ
・
え
っ
・
お
お 

 

Ｃ 

応
答
―
―
― 
は
い
・
う
ん
・
い
い
え
・
え
え 

 

Ｄ 

提
示
―
―
― 

例
・
東
京
、
そ
れ
は
日
本
の
首
都 

   

※
独
立
語
は
文
の
最
初
に
く
る
こ
と
が
多
く
、
独
立
語
の
後
に
は
読
点(

、)

が
あ
る
。 



一 

次
の
Ａ
～
Ｈ
の
文
の
成
分
は
ど
れ
に
な
る
か
。
後
の
（ 

 

）
に
入
れ
な
さ
い
。（
４
点×

８
問
） 

セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
、
Ａ

全
て
を
察
し
た
様
子
で
う
な
ず
き
、
刑
場
い
っ
ぱ
い
に
鳴
り
響
く
ほ

ど
音
高
く
Ｂ

メ
ロ
ス
の
右
頬
を
殴
っ
た
。
Ｃ

殴
っ
て
か
ら
優
し
く
ほ
ほ
笑
み
、「
Ｄ

メ
ロ
ス
、
私
を
殴
れ
。

同
じ
く
ら
い
音
高
く
私
の
頬
を
Ｅ

殴
れ
。
Ｆ

私
は
こ
の
三
日
の
間
、
た
っ
た
一
度
だ
け
、
ち
ら
と
君
を

Ｇ

疑
っ
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
君
を
疑
っ
た
。
君
が
私
を
Ｈ

殴
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
私
は
君
と
抱
擁

で
き
な
い
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
太
宰 

治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
に
よ
る
） 

  

主
語
（ 

 
 
 
 
 

） 

述
語
（ 

 
 
 
 
 

） 
修
飾
語
（ 

 
 
 
 
 

） 

接
続
語
（ 

 
 
 
 
 

） 

独
立
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 

二 

次
の
文
の
―
線
部
の
文
節
の
文
の
成
分
は
何
か
。
後
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
点×

７
問
） 

 

⑴ 

自
由
、
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
響
き
を
持
つ
言
葉
だ
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

） 

 

⑵ 
 

君
は
が
ん
こ
者
だ
な
。
で
も
、
そ
れ
が
長
所
で
も
あ
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 

） 

 

⑶ 

昨
日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
よ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

） 

 

⑷ 

彼
が
そ
ん
な
怒
っ
て
い
た
と
は
、
少
し
も
知
ら
な
か
っ
た
よ
。（ 

 
 
 
 

） 

 

⑸ 

そ
れ
は
突
然
の
出
来
事
で
、
誰
も
が
目
を
疑
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

） 

 

⑹ 

今
日
は
東
北
地
方
を
除
い
て
、
全
国
的
に
一
日
中
晴
れ
る
。 

（ 
 
 
 
 

） 

 

⑺ 

校
庭
の
桜
の
芽
も
ふ
く
ら
ん
で
き
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

） 

 

ア
・
主
語 

 

イ
・
述
語 

 

ウ
・
連
体
修
飾
語 

 

エ
・
連
用
修
飾
語 

オ
・
接
続
語 

 

カ
・
独
立
語 

 

三 

次
の
文
の
―
線
部
が
接
続
語
で
あ
る
も
の
を
選
び
、
記
号
に
○
を
付
け
な
さ
い
。（
１０
点×
２
問
） 

 
 
 
 
 
 

ア
・
こ
の
地
方
で
も
っ
と
も
大
き
い
湖
に
行
っ
た
。 

 
 

⑴ 

イ
・
広
い
高
原
だ
。
も
っ
と
も
か
な
り
浸
食
さ
れ
て
い
る
が
。 

 
 
 
 
 
 
 

ウ
・
宿
題
を
済
ま
せ
て
、
そ
れ
か
ら
遊
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。 

 
 

⑵ 

エ
・
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
取
り
、
そ
れ
か
ら
砂
糖
が
作
ら
れ
る
。 

四 

次
の
文
の
―
線
部
の
文
節
の
文
の
成
分
は
何
か
。
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 
 

今
朝
は
家
族
が
そ
ろ
っ
て
食
事
を
し
た
。（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

⑵ 
 

本
当
に
素
敵
な
人
だ
、
君
は
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

中
学
校 

国
語 

文
法
⑦ 

～
文
の
成
分
⑤
（
文
の
成
分
の
ま
と
め
②
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 



一 

次
の
文
の
中
で
主
部
（「
何
が
」）
を
表
す
二
つ
の
文
節
に
―
線
を
引
き
な
さ
い
。（
５
点×

２
問
） 

  

⑴ 

サ
ッ
カ
ー
と 

野
球
が 

得
意
で
す
。 

 
 
 

⑵ 

赤
い
バ
ッ
グ
が
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
。 

 

二 

次
の
文
の
中
で
述
部
（「
ど
ん
な
だ
・
何
だ
」）
を
表
す
二
つ
の
文
節
に
―
線
を
引
き
な
さ
い
。 

（
５
点×

２
問
） 

  

⑴ 

僕
が 

好
き
な
の
は 

い
ち
ご
と 

メ
ロ
ン
だ
。 

⑵ 

生
徒
会
長
は
と
て
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
。 

      

三 

次
の
文
の
中
の
―
線
部
の
文
の
成
分
を
後
の
選
択
肢
の
中
か
ら
選
び
、
□
に
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 

（
１０
点×

６
問
） 

  

⑴ 

今
日
の 

大
会
は 

雨
天
の 

た
め
に 

中
止
さ
れ
た
。 

  

⑵ 

そ
ん
な
に 

言
う
な
ら
ば 

君
が 

や
る
べ
き
だ
よ
。 

  

⑶ 

心
に 

響
く 

歌
を 

お
客
さ
ん
に 

届
け
た
い
。 

  

⑷ 

母
は 

毎
日 

朝
食
を 

作
っ
て 

く
れ
る
。 

  

⑸ 

海
か
ら 

流
れ
て
く
る 

風
、 

な
ん
て 

さ
わ
や
か
な
の
で
し
ょ
う
。 

  

⑹ 

君
と 

僕
の 

秘
密
基
地
も 

敵
に 

見
つ
か
っ
て 

し
ま
っ
た
。 

     

四 

次
の
文
の
中
か
ら
述
部
を
探
し
、
○
で
囲
み
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

来
週
か
ら 

水
泳
の 

授
業
が 

始
ま
る
の
で
、
水
着
を 

買
っ
て 

お
き
ま
し
ょ
う
。 

  

⑵ 

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
は
、
水
と
空
気
と
食
べ
物
だ
。 

 中
学
校 

国
語 

文
法
⑧ 

～
文
の
成
分
（
連
文
節
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

主
語
・
述
語
・
修
飾
語
な
ど
と
同
じ
働
き
を
す
る
二
つ
以
上
の  

文
節
の
ま
と
ま
り
を
「
連
文
節
」
と
い
う
。
連
文
節
と
な
っ
た
文
の

成
分
を
「
主
部
・
述
部
・
修
飾
部
」
な
ど
「
～
部
」
と
よ
ぶ
。 

ア
・
主
部  

イ
・
述
部  

ウ
・
修
飾
部  

エ
・
接
続
部  

オ
・
独
立
部 



一 

次
の
各
文
の
―
線
部
の
文
節
相
互
の
関
係
を
後
の
ア
～
オ
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。 

（
５
点×

１０
問
） 

 

⑴ 

野
口
英
世
は
、
世
界
に 

誇
る
べ
き 

科
学
者
で
あ
る
。 

【 
 
 
 

】 

⑵ 

旅
行
の 

途
中
で
の 
出
来
事
を 

話
し
て 

ご
ら
ん
な
さ
い
。 

【 
 
 
 

】 

⑶ 

単
身
赴
任
中
の 

父
の 
帰
る 

日
が 

待
ち
遠
し
い
。 

 

【 
 
 
 

】 

⑷ 

雨
だ
か
ら
、
中
止
だ
。 

 
 

 
 

【 
 
 
 

】 

⑸ 

彼
は 

ど
こ
か
へ 

行
っ
て 
し
ま
っ
て
、
家
に
は 

い
な
い
。 

【 
 
 
 

】 

⑹ 

お
じ
さ
ん
は
、
十
時
か 

十
一
時
に
は 

来
ら
れ
ま
す
。 

 

【 
 
 
 

】 

⑺ 

家
ご
と
に
、
花
が 

か
ざ
っ
て 

あ
り
ま
す
ね
。 

 
 

【 
 
 
 

】 

⑻ 

君
が 

困
る
の
も 

無
理
は 

な
い
。 

 
 

 

【 
 
 
 

】 

⑼ 

こ
の 

問
題
は 

や
さ
し
い
。
だ
か
ら 

満
点
だ
。 

 

【 
 
 
 

】 

⑽ 

ぼ
く
と 

弟
は 

顔
が 

似
て 

い
る
か
。 

 
 

【 
 
 
 

】 

 

ア
・
主
語
・
述
語
の
関
係 

イ
・
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

ウ
・
接
続
の
関
係 

エ
・
並
立
の
関
係 

 

オ
・
補
助
の
関
係 

 

二 
 

―
線
部
に
対
応
す
る
（ 

 

）
内
で
指
示
さ
れ
る
文
節
を
探
し
、
○
で
囲
み
な
さ
い
。 

（
１０
点×

５
問
） 

  
 

例 

赤
い 

コ
ス
モ
ス
が 

庭
に 

き
れ
い
に 

咲
い
た
。 

 

（ 
 

被
修
飾
語 

） 

  
 

⑴ 

選
手
は 

監
督
の 

指
示
し
た 

作
戦
を 

実
行
し
た
。 

 
 

（ 
 

述
語 
） 

  
 

⑵ 

選
手
は 

監
督
の 

指
示
し
た 

作
戦
を 

実
行
し
た
。 

 

（ 
 

被
修
飾
語 

） 

  
 

⑶ 

選
手
は 

監
督
の 

指
示
し
た 

作
戦
を 

実
行
し
た
。 

 

（ 
 

主
語 

） 

  
 

⑷ 

学
習
で 

大
切
な
の
は 

復
習
を 

必
ず 

行
う
こ
と
だ
。 

 

（ 
 

被
修
飾
語 

） 

 

⑸ 

友
達
に 

教
わ
っ
た
け
れ
ど 

全
く 

わ
か
ら
な
い
。 

 

（ 
 

接
続
語 

 
 

） 

  中
学
校 

国
語 

文
法
⑨ 

～
文
の
成
分
（
文
節
相
互
の
関
係
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

復
習 

 
 

文
の
成
分 

主
語  

…
「
だ
れ
が
・
何
が
」
に
あ
た
る
文
節     

述
語  

…
「
な
ん
だ
・
ど
う
す
る
」
に
あ
た
る
文
節 

修
飾
語
…
「
ど
の
よ
う
に
・
ど
ん
な
」
に
あ
た
る
文
節 

※
被
修
飾
語
…
修
飾
語
に
よ
っ
て
詳
し
く
さ
れ
る
文
節 

接
続
語
…
前
の
文
や
文
節
の
意
味
を
後
の
文
節
に
続
け
る
文
節 

独
立
語
…
呼
び
か
け
・
感
動
・
応
答
・
提
示
を
表
す
文
節 

 



一 

次
の
文
の
□
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。（
５
点×

２
問
） 

              

二 

次
の
文
の
自
立
語
と
付
属
語
の
数
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。（
５
点×

４
問
） 

  

① 

美
術
館
の 

入
場
者
は 

週
末
に 

な
る
と 

増
え
る
。 

 
 

自
立
語 

 
 
 
 
 
 
 
 

付
属
語 

   

② 

あ
あ
、
こ
の
曲
は
僕
が
保
育
園
で
初
め
て
覚
え
た
曲
だ
。
自
立
語 

 
 
 
 
 
 
 
 

付
属
語 

   

三 

次
の
文
か
ら
自
立
語
を
選
び
、
○
で
囲
み
な
さ
い
。（
１０
点×

４
問
） 

  

① 

外
は 

寒
い
か
ら 

コ
ー
ト
を 

着
る
。 

  

② 

そ
の 

切
手
は 

と
て
も 

珍
し
く
、
価
値
が 

高
い
そ
う
だ
。 

  

③ 

こ
こ
の
パ
ン
ケ
ー
キ
が
雑
誌
に
の
り
、
行
列
の
で
き
る
店
に
な
っ
た
。 

  

④ 

さ
あ
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
苦
境
を
乗
り
切
る
ぞ
。 

 

四 

次
の
文
か
ら
付
属
語
を
選
び
、
―
線
を
引
き
な
さ
い
。（
１０
点×

３
問
） 

  

① 

庭
に 

赤
い 

花
が 

咲
く
。 

  

② 

昨
日 

覚
え
た 

漢
字
が 

テ
ス
ト
に 

出
た
。 

  

③ 

キ
ャ
プ
テ
ン
の
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
、
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
。 

  中
学
校 

国
語 

文
法
⑩ 

～
品
詞
①
（
自
立
語
・
付
属
語
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 
 ⑴ 

そ
の
言
葉
だ
け
で
意
味
が
わ
か
る
単
語
の
こ
と
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
い
、 

  

①
単
独
で
文
節
を
つ
く
る
。 

 
 
 
 

②
い
つ
も
文
節
の
先
頭
に
置
か
れ
る
。 

 

 

③
一
文
節
に
必
ず
一
つ
あ
る
。 

 
 

④
単
独
で
意
味
が
わ
か
る
。 

 
 
 
 
 
 

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。 

 

⑵ 

単
独
で
は
文
節
を
作
れ
な
い
単
語
の
こ
と
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
い
、 

  

①
単
独
で
文
節
を
作
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

②
文
節
の
頭
に
は
来
な
い
。 

 

③
一
文
節
に
複
数
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 
④
そ
れ
だ
け
で
は
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。 

 

 

 

 

 

 



中
学
校 

国
語 

 

文
法
⑪ 

～
品
詞
②
（
活
用
の
有
無
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
文
の
□
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

３
問
） 

              

二 

次
の
文
の
中
か
ら
自
立
語
で
活
用
す
る
単
語
を
選
び
、
〇
で
囲
み
な
さ
い
。（
１０
点×

５
問
） 

  

⑴ 

私 

の 

母 

は 

料
理 

を 

作
る 

の 

が 

上
手
だ
。 

   

⑵ 

今
日 

の 

夜 

こ
そ 

必
ず 

早
く 

寝
る 

ぞ
。 

   

⑶ 

父
は
将
棋
が
強
く
て
僕
は
い
つ
も
負
け
る
。 

   

⑷ 

庭
に
咲
く
花
を
切
っ
て
部
屋
に
飾
る
。 

   

⑸ 

暖
か
い
紅
茶
に
ミ
ル
ク
を
入
れ
て
飲
む
。 

  

三 

次
の
文
の
中
か
ら
自
立
語
で
活
用
し
な
い
単
語
を
選
び
、
〇
で
囲
み
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

昨
日 

の 

夜
、
家
族 

で 

夕
飯 

を 

食
べ 

に 

行
っ 

た
。 

   

⑵ 

僕
の
姉
は
、
学
校
の
先
生
を
し
て
い
る
。 

 

        

 

点 

 
 

〇
単
語
に
は
文
の
中
で
使
わ
れ
る
と
き
形
が 

 
 
 
 
 
 

も
の
と 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
の
と
が
あ
る
。 

  

〇
文
の
中
で
使
わ
れ
る
と
き
、
単
語
の
形
が
変
化
す
る
こ
と
を 

  
 
 
 
 
 
 

と
い
う
。 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

自立語は、その言葉だ

けで意味がわかる単語

のことだよ！ 



中
学
校 

国
語 

 

文
法
⑫ 

～
品
詞
③
（
品
詞
分
類
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
文
の
□
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

５
問
） 

              

二 

次
の
品
詞
分
類
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
５
点×

１０
問
） 

 

 

        

 

点 

 

〇
単
語
を
「 

 
 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 
 
 

 

」、「
活
用
す
る
・
し
な 

 

い
」
と
い
う
基
準
で
分
け
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
文
の
成
分
に 

 

な
る
か
、
ま
た
、
ど
ん
な
言
い
切
り
の
形
に
な
る
か
に
よ
っ
て
分
類
し
た 

 

も
の
を 

 
 
 
 

と
い
う
。
ま
た
、
主
語
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
単
語 

 

を 
 
 
 
 

、
単
独
で
述
語
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
単
語
を 

 

と
い
う
。 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
に
連
用
修
飾
語
に
な
る 

連
体
修
飾
語
に
な
る 

修
飾
語
に
な
る 

活
用
し
な
い 

自
立
語 

単
語 

主
語
に
な
る 

接
続
語
に
な
る 

独
立
語
に
な
る 

述
語
に
な
る 

 

ウ
段
で
終
わ
る 

「
い
」
で
終
わ
る 

「
だ
・
で
す
」
で
終
わ
る 

活
用
し
な
い 

付
属
語 

活
用
す
る 

活
用
す
る 



中
学
校 

国
語 

 

文
法
⑬ 

～
品
詞
④
（
総
合
問
題
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
各
文
の
―
線
部
の
単
語
の
品
詞
名
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
、 

 
 
 

記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

４
問
） 

  

⑴ 

今
日
の
夕
飯
は
僕
の
大
好
き
な
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
。 

   

⑵ 

昨
日
の
夜
は
暑
く
て
寝
苦
し
か
っ
た
。 

   

⑶ 

今
私
が
一
番
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
音
楽
を
聴
く
こ
と
だ
。 

   

⑷ 

今
年
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
指
揮
者
に
立
候
補
す
る
予
定
だ
。 

      

二 

次
の
文
に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

６
問
） 

  

・
今
年 

の 

大
会 

に 

は 

あ
ら
ゆ
る 

国 

の 

人
々 

が 

大
勢 

集
ま
る 

予
定 
で
す
。 

  

⑴ 

自
立
語
で
活
用
の
あ
る
単
語
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 

（ 
 

 
 

 

） 
  

⑵ 

⑴
で
抜
き
出
し
た
単
語
の
品
詞
名
を
書
き
な
さ
い
。 

 

（ 
 
 
 

 

） 
  

⑶ 

自
立
語
で
活
用
の
な
い
単
語
を
す
べ
て
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 

（ 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

） 
  

⑷ 

付
属
語
で
活
用
の
な
い
単
語
を
す
べ
て
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 

（ 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

） 
  

⑸ 

付
属
語
で
活
用
の
あ
る
単
語
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 

（ 
 
 
 

 

） 
  

⑹ 

⑸
で
抜
き
出
し
た
単
語
の
品
詞
名
を
書
き
な
さ
い
。 

 

（ 
 
 
 

 

） 
 

 

        

 

点 

ア 

名
詞 

 

イ 

副
詞 

 

ウ 

連
体
詞 

 

エ 

接
続
詞 

 

オ 

感
動
詞 

 

カ 

動
詞 

 

キ 

形
容
詞 

ク 

形
容
動
詞 

ケ 

助
詞 

 
 

コ 

助
動
詞     



中
学
校 

国
語 

文
法
⑭ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
①
（
動
詞
・
活
用
形
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
文
か
ら
動
詞
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

 

⑴ 

遠
く
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
。 

  

⑵ 

校
庭
の
花
壇
に
き
れ
い
な
花
が
咲
く
。 

  二 

次
の
―
線
部
の
動
詞
を
言
い
切
り
の
形
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

３
問
） 

 

⑴ 

体
育
の
時
間
に
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
。 

  

⑵ 

窓
を
開
け
れ
ば
、
涼
し
く
な
る
よ
。 

  

⑶ 

人
の
嫌
が
る
こ
と
は
し
な
い
こ
と
だ
。 

  

三 

「
書
く
」
と
い
う
動
詞
を
〈 

〉
に
示
す
活
用
形
に
書
き
か
え
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

 

⑴
〈
未
然
形
〉
ノ
ー
ト
を
（ 

 
 

）
な
い
。 

 
 
 
 

 

 

⑵
〈
連
用
形
〉
ノ
ー
ト
を
（ 

 
 

）
ま
す
。 

 
 
 
 

 

 

⑶
〈
終
止
形
〉
ノ
ー
ト
を
（ 

 
 

）。 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

⑷
〈
連
体
形
〉
ノ
ー
ト
を
（ 

 
 

）
こ
と
は
大
切
で
す
。 

 

⑸
〈
仮
定
形
〉
ノ
ー
ト
を
（ 

 
 

）
ば
、
覚
え
ま
す
。 

 

 

⑹
〈
未
然
形
〉
ノ
ー
ト
を
（ 

 
 

）
う
。 

 
 

 
 
 
 

 

  

四 

次
の
―
線
部
の
動
詞
の
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

 

⑴ 

ぼ
く
と
一
緒
に
走
ろ
う
よ
。 

  

⑵ 

県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

 

        

 

点 

     

      

 
 
 
 
 

形 形 

  



中
学
校 

国
語 

文
法
⑮ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
②
（
五
段
活
用
の
動
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

   

一 

次
の
五
段
活
用
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

書
く

語
例

か
語
幹

―

う

。

―

な
い

。

未
然
形

―

た

。

―

ま
す

。

連
用
形

終
止
形

―

こ
と

―

と
き

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

主
な
続
き
方

―

。

―

ば

―

。

 

 二 

活
用
の
種
類
の
見
分
け
方
を
参
考
に
し
て
、
語
群
の
中
か
ら
五
段
活
用
の
動
詞
を
五
つ
探
し
、 

書
き
抜
き
な
さ
い
。（
１０
点×

５
問
） 

      

        

三 

例
文
の
動
詞
と
活
用
の
種
類
が
同
じ
も
の
を
選
び
、
記
号
を
書
き
な
さ
い
。（
２０
点×

１
問
） 

 

⑴ 

今
日
は
、
友
達
と
公
園
で
遊
ん
だ
。 

  

ア 

彼
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

  

イ 

風
で
木
が
大
き
く
揺
れ
て
い
る
。 

  

ウ 

明
日
も
彼
女
が
来
れ
ば
い
い
と
思
う
。 

  

エ 

今
年
こ
そ
家
族
で
旅
行
に
行
こ
う
。 

 

        

 

点 

読
む 

食
べ
る 

寝
る 

見
る 

来
る 

走
る 

 
 

 

笑
う 

歩
く 

 

す
る 

切
る 

出
る 

起
き
る 

     

 

＊
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方 

 

動
詞
に
「
な
い
」
を
つ
け
、「
な
い
」
の
直
前
の
音
に
よ
っ
て
分
類 

①
動
詞
＋
「
な
い
」
＝
ア
段
の
音
→
五
段
活
用 

 

□例 

書
か
な
い 

 

②
動
詞
＋
「
な
い
」
＝
イ
段
の
音
→
上
一
段
活
用 

□例 

信
じ
な
い 

 

③
動
詞
＋
「
な
い
」
＝
エ
段
の
音
→
下
一
段
活
用 

□例 

考
え
な
い 



中
学
校 

国
語 

文
法
⑯ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
③
（
上
一
段
・
下
一
段
活
用
の
動
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 一 

次
の
上
一
段
活
用
と
下
一
段
活
用
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
５
点×

８
問
） 

 

閉
じ
る

語
例

と
語
幹

―

う

。

―

な
い

。

未
然
形

―

た

。

―

ま
す

。

連
用
形

じ
る

終
止
形

―

こ
と

―

と
き

連
体
形

仮
定
形

じ
ろ

じ
よ

命
令
形

主
な
続
き
方

―

。

―

ば

―

。

 

 

調
べ
る

語
例

し
ら

語
幹

―

う

。

―

な
い

。

未
然
形

―

た

。

―

ま
す

。

連
用
形

べ
る

終
止
形

―

こ
と

―

と
き

連
体
形

仮
定
形

べ
ろ

べ
よ

命
令
形

主
な
続
き
方

―

。

―

ば

―

。

 

 二 

活
用
の
種
類
の
見
分
け
方
を
参
考
に
し
て
、
語
群
の
中
か
ら
上
一
段
活
用
と
下
一
段
活
用
の
動
詞

を
二
つ
ず
つ
探
し
、
書
き
抜
き
な
さ
い
。
（
１０
点×

４
問
） 

上
一
段
活
用 

     

  

下
一
段
活
用 

     

三 

次
の
―
線
部
の
動
詞
の
う
ち
活
用
の
種
類
が
他
と
異
な
る
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

⑴ 

ア 

彼
の
こ
と
を
信
じ
て
待
と
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２０
点×

１
問
） 

  
 

イ 

雨
が
降
っ
て
大
会
が
延
び
た
。 

  

ウ 

毎
日
何
時
に
寝
て
い
る
の
。 

  

エ 

図
書
室
で
本
を
借
り
た
。 

 

        

 

点 

咲
く 

洗
う 

加
え
る 

入
る 

着
る 

勉
強
す
る 

 
 

 
 

探
す 

来
る 

取
る 

 

寝
る 

減
る 

起
き
る 

    

 

＊
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方 

 

動
詞
に
「
な
い
」
を
つ
け
、「
な
い
」
の
直
前
の
音
に
よ
っ
て
分
類 

①
動
詞
＋
「
な
い
」
＝
ア
段
の
音
→
五
段
活
用 

 

□例 

書
か
な
い 

 

②
動
詞
＋
「
な
い
」
＝
イ
段
の
音
→
上
一
段
活
用 

□例 

信
じ
な
い 

 

③
動
詞
＋
「
な
い
」
＝
エ
段
の
音
→
下
一
段
活
用 

□例 

考
え
な
い 

 



中
学
校 

国
語 

文
法
⑰ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
④
（
カ
行
変
格
活
用
・
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

   一 

次
の
カ
行
変
格
活
用
と
サ
行
変
格
活
用
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

（
５
点×

１０
問
） 

来
る

語
例

○
語
幹

―

う

。

―

な
い

。

未
然
形

―

た

。

―

ま
す

。

連
用
形

く
る

終
止
形

―

こ
と

―

と
き

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

主
な
続
き
方

―

。

―

ば

―

。

 

 

す
る

語
例

○
語
幹

―

う

。

―

な
い

。

未
然
形

―

た

。

―

ま
す

。

連
用
形

す
る

終
止
形

―

こ
と

―

と
き

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

主
な
続
き
方

―

。

―

ば

―

。

 

 二 

次
の
―
線
部
の
動
詞
の
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

３
問
） 

  

⑴ 

練
習
せ
ず
に
上
手
く
は
な
れ
な
い
ぞ
。 

   

⑵ 

も
っ
と
早
く
く
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
ね
。 

   

⑶ 

昨
日
は
頑
張
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。 

   

三 

次
の
例
文
の
動
詞
と
活
用
の
種
類
が
同
じ
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
２０
点×

１
問
）  

 

⑴ 

テ
ス
ト
が
終
わ
っ
て
安
心
し
た
。 

 

ア 

友
達
が
家
に
遊
び
に
き
た
。 

  
 

イ 

新
し
い
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。 

  
 

ウ 

彼
が
決
勝
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
。 

  
 

エ 

秋
葉
原
で
電
車
を
降
り
た
。 

 

        

 

点 

 
 
 
 
 
 

形 

 
 
 
 
 
 

形 

 
 
 
 
 
 

形 

 

例文の動詞を

終止形に直し

て活用の種類

を見極めよう 



中
学
校 

国
語 

文
法
⑱ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
⑤
（
自
動
詞
・
他
動
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                                 

一 

（ 

）
に
適
切
な
自
動
詞
ま
た
は
他
動
詞
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

８
問
） 

                

               

二 

次
の
動
詞
の
中
か
ら
〈
自
動
詞
・
他
動
詞
〉
と
い
う
分
類
の
上
で
は 

 

他
と
異
な
る
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

ア 

建
つ 
 

イ 

残
る 

 

ウ 

育
つ 

 

エ 

抜
く 

   

⑵ 

ア 

読
む 

 

イ 

出
す 

 

ウ 

並
ぶ 

 

エ 

折
る 

 

        

 

点 

自
動
詞 

 
ペ
ン
を
落
と
す
。 

人
を
（ 

 
 
 
 
 

）
。 

 

扉
を
閉
め
る
。 

 

色
を
（ 

 
 
 
 
 
）。 

 

コ
ッ
プ
を
割
る
。 

 

身
体
を
（ 

 
 
 
 
 

）
。 

 

犬
を
逃
が
す
。 

 

⑻ 

犬
が
（ 

 
 
 
 
 

）
。 

 

⑺ 

身
体
が
冷
え
る
。 

 

⑹ 

コ
ッ
プ
が
（ 

 
 
 
 
 

）
。 

 

⑸ 

色
が
変
わ
る
。 

 

⑷ 

扉
が
（ 

 
 
 
 
 

）
。 

 

⑶ 

人
が
集
ま
る
。 

 

⑵ 

ペ
ン
が
（ 

 
 
 
 
 

）
。 

⑴ 

話
が
続
く
。 

他
動
詞 

話
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
。 

  

自動詞は、そのもの

自体の動作などを

表す動詞で、「～が」

の形で使われるこ

とが多いよ！ 



中
学
校 

国
語 

 

文
法
⑲ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
⑥
（
可
能
動
詞
・
補
助
動
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
―
線
部
の
動
詞
を
可
能
動
詞
に
直
し
な
さ
い
。（
１０
点×

４
問
） 

 

⑴ 

ク
ロ
ー
ル
で
五
十
メ
ー
ト
ル
泳
ぐ
。 

  

⑵ 

英
語
で
書
か
れ
た
本
を
読
む
。 

   

⑶ 

と
て
も
上
手
に
歌
を
歌
う
。 

   

⑷ 

お
年
玉
で
新
し
い
洋
服
を
買
う
。 

 

  

二 

次
の
文
か
ら
補
助
動
詞
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
１０
点×
４
問
） 

 

⑴ 

こ
こ
に
置
い
て
あ
る
本
は
僕
の
も
の
だ
。 

  

⑵ 

ち
ょ
っ
と
ノ
ー
ト
に
書
い
て
み
る
。 

  

⑶ 

元
気
な
少
年
が
一
生
懸
命
走
っ
て
い
る
。 

  

⑷ 

子
供
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

 

  

三 

次
の
動
詞
の
中
か
ら
可
能
動
詞
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

１
問
） 

 

⑴ 

ア 

助
け
る 

 

イ 

書
け
る 

 

ウ 

集
め
る 

 

エ 

受
け
る 

   

四 

次
の
各
組
の
ど
ち
ら
が
補
助
動
詞
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
１
０
点×

１
問
） 

  

⑴ 

ア 

友
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
。 

 
 

 

 
 

 

イ 

友
達
の
宿
題
を
見
て
あ
げ
る
。 

 

 

        

 

点 

 

 

    

    

可能動詞は、「～できる」

という意味が含まれてい

るんだよ 



中
学
校 

国
語 

 

文
法
⑳ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
⑦
（
動
詞
・
総
合
問
題
①
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
―
線
部
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
あ
と
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
１０
点×

８
問
） 

 

⑴ 

向
こ
う
に
い
る
友
達
に
大
声
で
叫
ん
だ
。 

  

⑵ 

今
週
の
土
曜
日
に
彼
と
会
う
予
定
で
す
。 

   

⑶ 

相
手
の
目
を
見
て
話
を
し
な
さ
い
。 

   

⑷ 

あ
の
洋
服
を
買
お
う
と
思
っ
て
い
る
。 

   

⑸ 

彼
女
と
話
も
せ
ず
に
別
れ
て
し
ま
っ
た
。 

   

⑹ 

思
っ
て
い
た
以
上
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
た
。 

   

⑺ 

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
な
い
よ
。 

   

⑻ 

も
っ
と
彼
の
こ
と
を
信
じ
て
あ
げ
な
よ
。 

 

       

二 

次
の
動
詞
と
活
用
の
種
類
が
同
じ
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

笑
う 

ア 

す
る 

 
 

イ 

見
る 

 

ウ 

出
る 

 
 

エ 

走
る 

   

⑵ 

溶
け
る 

 
 

ア 

訪
ね
る 

 

イ 

乗
る 

 

ウ 

飽
き
る 

 

エ 

来
る 

 

        

 

点 

ア 

五
段
活
用 

 
 
 
 

イ 

上
一
段
活
用 

 
 

ウ 

下
一
段
活
用 

 

 

エ 

カ
行
変
格
活
用 

 
 

オ 

サ
行
変
格
活
用 

        

  カ変とサ変の動詞以

外は、「ない」をつけ

て判断しよう！ 



中
学
校 

国
語 

 

文
法
㉑ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
⑧
（
動
詞
・
総
合
問
題
②
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                             

一 

次
の
―
線
部
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
あ
と
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ま
た
、
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
５
点×

１０
問
） 

 

⑴ 

き
っ
と
彼
女
は
こ
こ
に
来
な
い
だ
ろ
う
。 

  

⑵ 

こ
こ
は
ひ
と
つ
彼
に
任
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

   

⑶ 

も
っ
と
し
っ
か
り
走
っ
て
く
だ
さ
い
。 

   

⑷ 

も
う
少
し
早
く
起
き
れ
ば
間
に
合
っ
た
。 

   

⑸ 

顧
問
が
い
な
い
と
き
は
練
習
さ
せ
ま
せ
ん
。 

   
 

 

   

二 

次
の
動
詞
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
〈 

〉
に
示
す
分
類
の
上
で
は
他
と
異
な
る
も
の
を
一
つ
選
び
、 

 
 
 

記
号
で
答
え
な
さ
い
。
（
１０
点×

３
問
） 

  

⑴
〈
可
能
動
詞
か
ど
う
か
〉 

ア 

調
べ
る 

 

イ 

述
べ
る 

 

ウ 

作
れ
る 
 

エ 

任
せ
る 

  

⑵
〈
活
用
の
種
類
〉 

 
 

ア 

寝
る 

 
 

イ 

生
え
る 

 

ウ 

食
べ
る 

 

エ 

起
き
る 

  

⑶
〈
自
動
詞
か
他
動
詞
か
〉 

 
 

ア 

続
け
る 

 

イ 

落
ち
る 

 

ウ 

届
け
る 

 

エ 

当
て
る 

 

三 

次
の
文
か
ら
動
詞
を
見
つ
け
、
終
止
形
と
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２０
点×

１
問
） 

 

⑴ 

昨
日
、
近
所
の
神
社
で
お
祭
り
が
行
わ
れ
た
。 

 

        

 

点 

ア 

五
段
活
用 

 
 

 
 

イ 

上
一
段
活
用 

 
 

ウ 

下
一
段
活
用 

 

 

エ 

カ
行
変
格
活
用 

 
 

オ 

サ
行
変
格
活
用 

     

 
 
 
 
 
 

形 

 
 
 
 
 
 

形 

 
 
 
 
 
 

形 

 
 
 
 
 
 

形 

 
 
 
 
 
 

形 

   

終
止
形 

 
 
 
 
 

形 
 
 
 
 

活
用 

 

活
用
形 

活
用
の
種
類 



中
学
校 

国
語 

文
法
㉒ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
⑨
（
形
容
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

    

一 

次
の
形
容
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
５
点×

４
問
） 

 

楽
し
い

語
例

楽
し

語
幹

未
然
形

―

ご

ざ

い

ま

す

。

―

な
る

。

―

た

。

連
用
形

い
終
止
形

―

こ
と

―

と
き

連
体
形

仮
定
形

〇
命
令
形

主
な
続
き
方

―

う

。

―

。

―

ば

―

。

 

 二 

次
の
文
か
ら
形
容
詞
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

昨
日
は
具
合
が
悪
か
っ
た
の
で
、
ず
っ
と
家
に
い
た
。 

   

⑵ 

こ
の
ケ
ー
キ
は
あ
ま
り
甘
く
な
い
。 

  三 

次
の
文
か
ら
形
容
詞
を
見
つ
け
、
終
止
形
と
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×
４
問
） 

 

⑴ 

こ
の
靴
は
も
う
古
く
な
っ
た
の
で
、
買
い
換
え
た
い
。 

  

⑵ 

彼
の
よ
う
に
心
の
強
い
人
に
な
り
た
い
。 

 

 

四 

次
の
各
組
の
ど
ち
ら
が
形
容
詞
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

ア 

今
日
は
絶
対
に
雨
は
降
ら
な
い
。 

  
 

 

イ 

今
日
の
ご
飯
は
お
い
し
く
な
い
。 

   

⑵ 

ア 

彼
は
細
か
い
こ
と
は
こ
だ
わ
ら
な
い
人
だ
。 

  
 

 

イ 

彼
女
は
細
か
な
気
配
り
の
で
き
る
人
だ
。 

 

        

 

点 

  

 
 

 
 
 

形 

 

形 
 
 

 

  



中
学
校 

国
語 

文
法
㉓ 

～
活
用
の
あ
る
自
立
語
⑩
（
形
容
動
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

    

一 

次
の
形
容
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
５
点×

４
問
） 

 

元
気
だ

語
例

元
気

語
幹

未
然
形

―

ご

ざ

い

ま

す

。

―

な
る

。

―

た

。

連
用
形

だ
終
止
形

―

こ
と

―

と
き

連
体
形

仮
定
形

〇
命
令
形

主
な
続
き
方

―

う

。

―

。

―

ば

―

。

 

 二 

次
の
文
か
ら
形
容
動
詞
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

庭
に
た
く
さ
ん
の
き
れ
い
な
花
が
咲
い
て
い
る
。 

   

⑵ 

今
日
の
彼
は
い
つ
も
と
違
い
、
と
て
も
静
か
だ
っ
た
。 

  三 

次
の
文
か
ら
形
容
動
詞
を
見
つ
け
、
終
止
形
と
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×
４
問
） 

 

⑴ 

台
風
の
日
に
川
に
近
づ
く
の
は
危
険
で
あ
る
。 

  

⑵ 

バ
ス
の
方
が
便
利
な
ら
そ
ち
ら
を
使
っ
て
い
い
よ
。 

 

 

四 

次
の
各
組
の
ど
ち
ら
が
形
容
動
詞
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

ア 

あ
れ
は
と
て
も
不
思
議
な
出
来
事
だ
っ
た
。 

  
 

 

イ 

あ
れ
は
と
て
も
お
か
し
な
出
来
事
だ
っ
た
。 

   

⑵ 

ア 

今
年
の
冬
は
い
つ
も
よ
り
暖
か
く
感
じ
ら
れ
る
。 

  
 

 

イ 

今
年
の
冬
は
い
つ
も
よ
り
暖
か
に
感
じ
ら
れ
る
。 

 

        

 

点 

  

 
 
 

 
 

形 

 

形 
 
 

 

  



中
学
校 

国
語 

 

文
法
㉔ 

～
活
用
の
な
い
自
立
語
①
（
名
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

一 

次
の
語
群
の
中
か
ら
名
詞
を
三
つ
選
び
、
書
き
な
さ
い
。
（
１０
点×

３
問
） 

         

  

二 

次
の
―
―
線
部
の
名
詞
の
種
類
を
下
か
ら
選
び
、
線
で
つ
な
ぎ
な
さ
い
。 

（
１０
点×

５
問
） 

 

⑴ 

こ
の
荷
物
は
だ
れ
の
も
の
で
す
か
。 

 
 

・ 
 
 
 

・ 

普
通
名
詞 

  

⑵ 

も
っ
と
母
の
言
う
こ
と
を
聞
き
な
さ
い
。 

・ 
 
 
 

・ 

固
有
名
詞 

  

⑶ 

橋
本
さ
ん
は
父
の
会
社
の
人
で
す
。 

 
 

・ 
 
 
 

・ 

数
詞 

  

⑷ 

友
達
と
四
時
に
待
ち
合
わ
せ
し
た
。 

 
 

・ 
 
 
 

・ 

形
式
名
詞 

  

⑸ 

僕
の
好
き
な
本
は
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
だ
。 

・ 
 
 
 

・ 

代
名
詞 

  

三 

次
の
名
詞
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
他
と
種
類
が
異
な
る
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
書
き
な
さ
い
。 

 

（
５
点×

２
問
） 

 

⑴ 

枕
草
子 

・ 

紫
式
部 

・ 

京
都 

・ 

物
語 

 

⑵ 

姉 

・ 

ぼ
く 

・ 

彼
女 

・ 

だ
れ 

 

⑶ 

学
校 

・ 

埼
玉
県 

・ 

日
直 

・ 

授
業 

 

⑷ 

こ
と 

・ 

い
ま 

・ 

も
の 

・ 

は
ず 

 

        

 

点 

走
る 

 
 

三
個 

 

楽
し
い 

 

埼
玉
県 

 

や
あ 

 

静
か
だ 

 

だ
か
ら 

 

あ
れ 

 
ゆ
っ
く
り 

   

    



中
学
校 

国
語 

 

文
法
㉕ 

～
活
用
の
な
い
自
立
語
②
（
副
詞
①
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
文
か
ら
副
詞
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。
（
１０
点×

４
問
） 

 

⑴ 

近
所
の
家
に
と
て
も
大
き
な
犬
が
い
る
。 

  

⑵ 

君
な
ら
も
っ
と
速
く
走
れ
る
は
ず
だ
。 

  

⑶ 

有
名
人
に
会
え
る
な
ん
て
ま
る
で
夢
の
よ
う
だ
。 

  

⑷ 

肩
を
ト
ン
ト
ン
叩
か
れ
て
び
っ
く
り
し
た
。 

 

  

二 

次
の
―
線
部
の
副
詞
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。
（
１０
点×

４
問
） 

 

⑴ 

休
日
は
ゆ
っ
く
り
家
で
家
族
と
過
ご
し
た
い
。 

  

⑵ 

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
前
の
出
来
事
で
す
。 

  

⑶ 

彼
女
は
た
ぶ
ん
明
日
の
旅
行
に
は
来
な
い
だ
ろ
う
。 

  

⑷ 

東
の
空
が
だ
ん
だ
ん
明
る
く
な
っ
て
き
た
。 

   三 

次
の
各
組
の
―
線
部
の
ど
ち
ら
が
副
詞
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

ア 

こ
れ
は
母
が
大
切
に
し
て
い
る
シ
ル
ク
の
ハ
ン
カ
チ
だ
。 

  
 

 

イ 

頭
に
き
た
の
で
、
は
っ
き
り
こ
う
言
っ
て
や
っ
た
。 

   

⑵ 

ア 

宿
題
は
と
う
に
済
ま
せ
た
か
ら
安
心
し
て
遊
べ
る
ぞ
。 

  
 

 

イ 

こ
こ
を
ま
っ
す
ぐ
に
行
っ
て
、
次
の
信
号
で
右
だ
。 

 

        

 

点 

    

    

  



中
学
校 

国
語 

 

文
法
㉖ 

～
活
用
の
な
い
自
立
語
③
（
副
詞
②
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
―
線
部
の
副
詞
と
呼
応
す
る
言
葉
を
□
の
中
か
ら
選
ん
で
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

６
問
） 

 

⑴ 

今
日
の
漢
字
の
小
テ
ス
ト
は
き
っ
と
満
点
（ 

 
  

）。 
 

 

  

⑵ 

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
（ 

 
  

）
わ
か
ら
な
い
。 

  

⑶ 

ま
さ
か
失
敗
す
る
こ
と
は
あ
る
（ 

 
 
  

）。 

  

⑷ 

い
く
ら
失
敗
し
（ 

 
  

）、
あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組
も
う
。 

  

⑸ 

今
度
の
日
曜
日
、
ぜ
ひ
家
に
遊
び
に
来
て
（ 

 
  

 
 

）。 

  

⑹ 

決
勝
に
残
れ
る
な
ん
て
、
ま
る
で
夢
の
（ 

 
 

  
 

）。 

    

        

二 

次
の
―
線
部
の
副
詞
と
呼
応
す
る
言
葉
が
不
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、 

 
 
 

そ
の
言
葉
を
一
文
節
の
適
切
な
言
葉
に
書
き
直
し
な
さ
い
。（
２０
点×

２
問
） 

 

（１） 

ア 

た
と
え
苦
し
か
っ
た
ら
、
彼
は
負
け
な
い
だ
ろ
う
。 

 

イ 

県
大
会
に
出
場
で
き
る
な
ん
て
ま
る
で
夢
の
よ
う
だ
。 

 ウ 

ち
っ
と
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
し
か
ら
れ
た
。 

 エ 

今
日
の
夜
は
お
そ
ら
く
雨
が
降
る
だ
ろ
う
。 

 

 

        

 

点 

記
号 

 

適
切
な
言
葉 

 

 

よ
う
だ 

・ 

な
ら 

・ 

く
だ
さ
い 

・ 

か 

・ 

な
い 

 

 

だ
ろ
う 

・ 

ま
い 

・ 

ば 

・ 

て
も 

 



中
学
校 

国
語 

 

文
法
㉗ 

～
活
用
の
な
い
自
立
語
④
（
連
体
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
文
か
ら
連
体
詞
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。
（
１０
点×

４
問
） 

 

⑴ 

ネ
ギ
は
わ
が
故
郷
の
名
産
の
一
つ
だ
。 

  

⑵ 

テ
ス
ト
開
始
か
ら
ほ
ん
の
五
分
し
か
た
っ
て
い
な
い
。 

  

⑶ 

世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
。 

  

⑷ 

家
の
近
所
に
大
き
な
公
園
が
あ
る
。 

  

二 

次
の
―
線
部
の
連
体
詞
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
１０
点×

４
問
） 

 

⑴ 

ど
の
ケ
ー
キ
を
買
お
う
か
迷
っ
て
し
ま
う
。 

  

⑵ 

今
日
の
う
ち
に
彼
女
と
例
の
話
を
し
て
お
こ
う
。 

  

⑶ 

母
は
家
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
仕
切
っ
て
い
る
。 

  

⑷ 

こ
の
争
い
の
原
因
は
つ
ま
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。 

 

   

三 

次
の
各
組
の
―
線
部
の
ど
ち
ら
が
連
体
詞
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

  

⑴ 

ア 

テ
レ
ビ
番
組
が
お
か
し
く
て
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

 

イ 

そ
ん
な
お
か
し
な
こ
と
を
言
わ
な
い
で
く
れ
。 

  

⑵ 

ア 

あ
る
程
度
の
こ
と
は
我
慢
す
る
よ
。 

 

 

イ 

庭
に
あ
る
木
を
切
っ
て
し
ま
お
う
。 

 

        

 

点 

    

      



中
学
校 

国
語 

 

文
法
㉘ 

～
活
用
の
な
い
自
立
語
⑤
（
副
詞
・
連
体
詞
総
合
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

           

一 

次
の
文
か
ら
副
詞
と
連
体
詞
を
見
つ
け
、
副
詞
に
は
―
線
を
、
連
体
詞
に
は
＝
線
を
引
き
な
さ
い
。

（
１０
点×

６
問
） 

 

⑴ 

母
か
ら
預
か
っ
た
例
の
品
物
を
必
ず
先
生
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。 

  

⑵ 

私
た
ち
は
い
か
な
る
暴
力
に
も
屈
し
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
宣
言
す
る
。 

  

⑶ 

あ
ら
ゆ
る
方
法
を
試
し
て
み
た
が
、
結
果
は
全
く
変
わ
ら
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
。 

 

 

二 

次
の
―
線
部
の
品
詞
が
他
と
異
な
る
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
２０
点×

２
問
） 

 

⑴ 

ア 

い
ろ
ん
な
人
と
交
流
し
て
み
た
い
。 

 

 

イ 

彼
は
大
し
た
人
物
だ
。 

  

ウ 

こ
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

  

エ 

い
か
な
る
困
難
に
も
立
ち
向
か
う
。 

  

⑵ 

ア 

た
ぶ
ん
彼
は
遅
刻
し
て
く
る
だ
ろ
う
。 

 

 

イ 

彼
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
小
さ
な
箱
を
取
り
出
し
た
。 

  

ウ 

彼
は
絵
を
描
く
の
が
か
な
り
上
手
だ
。 

  

エ 

し
ば
ら
く
待
っ
た
が
彼
は
来
な
か
っ
た
。 

 

        

 

点 

 

副
詞 

→
 

活
用
の
な
い
自
立
語
。
主
に
連
用
修
飾
語
に
な
り
、

用
言
（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）
を
修
飾
す
る
。 

  

連
体
詞 

→
 

活
用
の
な
い
自
立
語
。
連
体
修
飾
語
に
な
り
、 

体
言
（
名
詞
）
を
修
飾
す
る 

  

副詞と連体詞の 

特徴をしっかり 

確認しよう！ 



中
学
校 

国
語 

 

文
法
㉙ 

～
活
用
の
な
い
自
立
語
⑥
（
接
続
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
―
線
部
の
接
続
詞
の
種
類
を
□
の
中
か
ら
選
び
、
書
き
な
さ
い
。 

（
１０
点×

４
問
） 

⑴ 

彼
女
の
説
明
は
具
体
的
だ
。
だ
か
ら
わ
か
り
や
す
い
。 

  

⑵ 

こ
れ
で
宿
題
が
終
わ
っ
た
。
さ
て
次
は
何
を
し
よ
う
か
な
。 

  

⑶ 

赤
、
青
、
緑
。
つ
ま
り
こ
れ
を
光
の
三
原
色
と
い
う
。 

  

⑷ 

途
中
で
足
を
く
じ
い
た
。
だ
が
プ
レ
ー
を
続
け
た
。 

     

二 

次
の
（ 

）
に
入
る
適
切
な
接
続
詞
を
□
の
中
か
ら
選
び
、
書
き
な
さ
い
。
（
１０
点×

４
問
） 

 

⑴ 

あ
の
店
の
ハ
ン
バ
ー
グ
は
お
い
し
い
。（ 

 

）
、
量
も
多
い
。 

  

⑵ 

あ
の
店
の
ハ
ン
バ
ー
グ
は
お
い
し
い
。
（ 

 

）
、
も
っ
と
食
べ
た
い
。 

  

⑶ 

あ
の
店
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、
（ 

 

）
コ
ロ
ッ
ケ
を
食
べ
た
い
。 

  

⑷ 

あ
の
店
の
ハ
ン
バ
ー
グ
は
お
い
し
い
。（ 
 

）
、
量
が
少
な
い
。 

    

 

三 

―
線
部
が
接
続
詞
で
あ
る
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
（
２０
点×

１
問
） 

 

⑴ 

ア 

今
日
も
ま
た
気
温
が
高
く
な
る
そ
う
だ
。 

 

 

イ 

友
達
に
聞
い
た
が
、
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
。 

 

 

ウ 

図
書
館
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
彼
に
会
っ
た
。 

 

 

エ 

結
果
は
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
ま
す
。 

 

        

 

点 

 

順
接 

 

逆
接 

 

並
列
・
累
加 

 

対
比
・
選
択 

 

説
明
・
補
足 

 

転
換 

 
 

 

 

だ
か
ら 

 

で
も 

 

し
か
も 
 

も
し
く
は 

 

な
ぜ
な
ら 

 

で
は 

    

    

 



中
学
校 

国
語 

 

文
法
㉚ 

～
活
用
の
な
い
自
立
語
⑦
（
感
動
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

一 

次
の
文
か
ら
感
動
詞
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
１０
点×

４
問
） 

 

⑴ 

こ
ん
に
ち
は
、
今
日
も
い
い
天
気
で
す
ね
。 

  

⑵ 

こ
れ
は
あ
な
た
の
も
の
で
す
か
。
は
い
、
そ
う
で
す
。 

  

⑶ 

も
し
も
し
、
田
中
さ
ん
の
お
宅
で
す
か
。 

  

⑷ 

さ
あ
、
練
習
を
再
開
し
よ
う
。 

  

二 

次
の
―
線
部
の
感
動
詞
の
種
類
を
□
の
中
か
ら
選
び
、
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

４
問
） 

 

⑴ 

あ
な
た
は
伊
藤
さ
ん
で
す
か
。
い
い
え
、
ち
が
い
ま
す
。 

  

⑵ 

や
あ
、
久
し
ぶ
り
だ
ね
。
元
気
だ
っ
た
？ 

  

⑶ 

さ
よ
う
な
ら
、
ま
た
明
日
遊
ぼ
う
ね
。 

  

⑷ 

へ
え
、
そ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
い
る
ん
だ
。 

    

 

三 

次
の
各
組
の
―
線
部
の
ど
ち
ら
が
感
動
詞
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
１０
点×

２
問
） 

 

⑴ 

ア 

あ
あ
言
え
ば
こ
う
言
う
の
は
や
め
な
さ
い
。 

 

 

イ 

あ
あ
ど
う
し
よ
う
、
困
っ
た
な
あ
。 

  

⑵ 

ア 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

 

イ 

ち
ょ
っ
と
、
君
、
待
ち
な
さ
い
。 

 

        

 

点 

 

感
動 

 
 

呼
び
か
け 

 
 

応
答 

 
 

あ
い
さ
つ 

    

    

  



一 

次
の
文
の
□
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

１
問
） 

 

格
助
詞
―
主
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て
文
節
と
文
節
の
関
係
を
示
す
。 

 

※
格
助
詞
は
以
下
の
十
個 

「
を
・
に
・
が
・
へ
・
や
・
の
・
と
・
か
ら
・
で
・
よ
り 

」 

  

二 

次
の
文
の
中
か
ら
格
助
詞
を
探
し
、
―
線
を
引
き
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

私
の 

弟
は 

学
生
だ
。 

 

⑵ 

月
末
は 

銀
行
に 

行
く
。 

⑶ 

ペ
ン
は
剣
よ
り
強
い
。 

  

⑷ 

東
京
と
埼
玉
は
近
い
。 

 

⑸ 

先
生
は
自
動
車
か
ら
降
り
た
。
⑹ 

コ
ス
モ
ス
が
き
れ
い
だ
。 

 

三 

次
の
各
文
に
お
け
る
「
の
」
の
意
味
・
用
法
を
後
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

僕
は
食
べ
る
の
が
大
好
き
だ
。 

（ 
 
 
 
 

） 

⑵ 

誰
も
い
な
い
冬
の
海
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  

⑶ 

厳
し
い
寒
さ
の
中
を
帰
っ
た
。 

（ 
 
 
 
 

） 

⑷ 

行
く
の
行
か
な
い
の
と
騒
ぐ
な
。（ 

 
 
 
 
 

） 

  

⑸ 

国
語
の
好
き
な
人
は
い
ま
す
か
。（ 

 
 
 
 

） 

⑹ 

こ
の
鉛
筆
は
彼
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  
 

ア
・
連
体
修
飾
語
に
な
る
こ
と
を
表
す
。 

 

イ
・
体
言
の
代
用
を
表
す
。 

 
 

ウ
・
主
語
を
表
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
・
並
立
を
表
す
。 

 

四 

次
の
―
線
部
の
助
詞
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
に
○
を
付
け
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１０
点×

３
問
） 

 

⑴ 

学
校
か
ら
家
ま
で
全
力
で
走
る
。 

 
 

 
 

ア
・
暑
い
か
ら
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
る
。 

 
 
 
 

イ
・
父
が
出
張
か
ら
帰
っ
て
く
る
。 

 
 

ウ
・
あ
ま
り
の
寒
さ
か
ら
風
邪
を
ひ
い
た
。 

エ
・
窓
を
閉
め
て
か
ら
寝
る
。 

  

⑵ 

明
日
は
競
技
場
で
大
会
が
行
わ
れ
る
。 

  
 

ア
・
北
海
道
ま
で
飛
行
機
で
行
く
。 

 
 
 
 
 
 

イ
・
母
は
大
掃
除
で
忙
し
い
。 

 
 

ウ
・
海
は
静
か
で
お
だ
や
か
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

エ
・
彼
女
と
駅
で
待
ち
合
わ
せ
る
。 

  

⑶ 

僕
は
先
生
に
ほ
め
ら
れ
た
。 

  
 

ア
・
こ
れ
を
君
に
あ
げ
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
・
電
車
が
八
時
に
到
着
す
る
。 

 
 

ウ
・
弟
と
釣
り
に
行
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
・
飼
い
犬
に
手
を
か
ま
れ
る
。 

 中
学
校 

国
語 

文
法
㉛ 

～
付
属
語
①
（
助
詞
の
種
類
①
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

 



一 

次
の
文
の
□
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

１
問
） 

 

接
続
助
詞
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
助
動
詞
に
付
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
関
係
で
前
後
を
つ
な
ぐ
。 

 

※
接
続
助
詞
「
ば
・
と
・
て
も(

で
も)

・
け
れ
ど
（
け
れ
ど
も
）・
が
・
の
に
・
の
で 

・
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
・
て(
で)
・
な
が
ら
・
た
り(

だ
り)

・
も
の
の
・
と
こ
ろ
で
」
な
ど 

  

二 

次
の
文
の
中
か
ら
接
続
助
詞
を
探
し
、
―
線
を
引
き
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

曲
を 

聞
き
な
が
ら 

寝
る
。  

⑵ 

晴
れ
れ
ば 

部
活
だ
。 

⑶ 

雨
は 

降
っ
た
が 

す
ぐ 

や
ん
だ
。 

  

⑷ 

寒
い
の
で
、
窓
を
閉
め
る
。 

 

⑸ 

広
く
て
大
き
い
。 

 
 
 

⑹ 

急
が
な
い
と
遅
刻
だ
。 

 

三 

次
の
各
文
に
お
け
る
「
て(

で)

」
の
意
味
・
用
法
を
後
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

体
が
疲
れ
て
動
か
な
い
。 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑵ 

甘
く
て
苦
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  

⑶ 

外
は
雪
が
降
っ
て
い
る
。 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑷ 

夏
が
過
ぎ
て
、
秋
に
な
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  

⑸ 

教
科
書
を
読
ん
で
お
こ
う
。（ 

 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑹ 

苦
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  
 

ア
・
確
定
の
順
接
（
原
因
・
理
由
）
を
表
す 

 
 

イ
・
単
純
な
接
続
を
表
す
。 

 
 

ウ
・
並
立
を
表
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
・
補
助
の
関
係
を
表
す
。 

 

四 

次
の
―
線
部
の
助
詞
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
に
○
を
付
け
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１０
点×

３
問
） 

 

⑴ 

秋
に
な
る
と
物
悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
。 

 
 

 
 

ア
・
寿
司
と
ス
テ
ー
キ
が
好
き
だ
。 

 
 
 
 
 
 

イ
・
話
し
か
け
る
と
す
ぐ
に
言
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

ウ
・
早
く
し
な
い
と
電
車
が
出
て
し
ま
う
。 

エ
・
何
を
し
よ
う
と
君
の
勝
手
だ
。 

  

⑵ 

今
日
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
い
る
。 

  
 

ア
・
北
海
道
ま
で
飛
行
機
で
行
く
。 

 
 
 
 
 
 

イ
・
母
は
大
掃
除
で
忙
し
い
。 

 
 

ウ
・
鳥
が
飛
ん
で
い
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
・
彼
女
と
駅
で
待
ち
合
わ
せ
る
。 

  

⑶ 

失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。 

  
 

ア
・
い
く
ら
呼
ん
で
も
返
事
が
な
い
。 

 
 

イ
・
野
球
だ
け
で
も
や
り
た
い
。 

 
 

ウ
・
そ
れ
は
子
供
で
も
知
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

エ
・
桃
で
も
食
べ
よ
う
か
。 

 中
学
校 

国
語 

文
法
㉜ 

～
付
属
語
②
（
助
詞
の
種
類
②
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

 



一 

次
の
文
の
□
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。（
１０
点×

１
問
） 

 

終
助
詞
―
文
や
文
節
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
つ
い
て
話
し
手
・
書
き
手
の
気
持
ち
や
態
度
を
表
す
。 

 

※
終
助
詞
「
か
・
な
・
や
・
ぞ
・
と
も
・
よ
・
の
・
わ
・
ね
・
さ
」
な
ど 

  

二 

次
の
文
の
中
か
ら
終
助
詞
を
探
し
、
―
線
を
引
き
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

君
は 

知
っ
て
い
る
か
。 

 
 

⑵
も
う
済
ん
だ
こ
と
だ
よ
。 

⑶ 

そ
ん
な
日
も
あ
る
さ
。 

  

⑷ 

少
年
よ
、
大
志
を
抱
け
。 

 

⑸
こ
の
こ
と
は
忘
れ
る
な
。 

⑹ 

ど
う
な
っ
て
も
知
ら
な
い
ぞ
。 

  

副
助
詞
―
い
ろ
い
ろ
な
語
に
つ
い
て
様
々
な
意
味
を
そ
え
る
。 

 
 

※
副
助
詞
「
は
・
も
・
こ
そ
・
さ
え
・
で
も
・
し
か
・
ま
で
・
ば
か
り
・
だ
け
・
ほ
ど
・
く
ら
い
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど
・
き
り
・
な
り
・
や
ら
・
か
」
な
ど 

 

二 

次
の
文
の
中
か
ら
副
助
詞
を
探
し
、
―
線
を
引
き
な
さ
い
。（
５
点×
６
問
） 

  

⑴ 

台
風
は
進
路
を
変
え
た
。 

 

⑵
彼
こ
そ
が
リ
ー
ダ
ー
だ
。 

⑶ 

麦
茶
で
も
飲
も
う
か
な
。 

  

⑷ 

数
学
だ
け
苦
手
な
ん
だ
。  

⑸
朝
練
で
腹
筋
も
し
た
。  

 

⑹
昨
日
か
ら
勉
強
し
か
し
て
い
な
い
。 

 

三 

次
の
―
線
部
の
助
詞
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
に
○
を
付
け
な
さ
い
。 

（
１０
点×
３
問
） 

  

⑴ 

そ
れ
じ
ゃ
あ
試
合
に
は
勝
て
な
い
な
。 

 
 

 
 

ア
・
こ
れ
を
や
っ
た
の
は
お
前
だ
な
。 

 
 
 
 
 

イ
・
あ
あ
、
い
い
天
気
だ
な
。 

 
 

ウ
・
彼
に
は
気
の
毒
な
こ
と
を
し
た
よ
。 

 
 
 

エ
・
大
き
な
か
ぶ
を
引
き
抜
こ
う
。 

  

⑵ 

他
の
人
は
と
も
か
く
、
君
は
信
じ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。 

  
 

ア
・
放
課
後
は
補
習
に
参
加
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

イ
・
や
る
気
は
あ
る
が
、
続
か
な
い
。 

 
 

ウ
・
こ
こ
で
泣
き
は
し
な
い
さ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
・
投
げ
て
は
取
り
に
行
く
の
繰
り
返
し
だ
。 

  

⑶ 

ラ
グ
ビ
ー
も
好
き
で
す
。 

  
 

ア
・
Ａ
高
校
に
は
手
も
足
も
出
な
か
っ
た
。 

 

イ
・
タ
イ
ム
が
五
秒
も
縮
ま
っ
た
。 

 
 

ウ
・
走
っ
て
も
追
い
つ
け
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
・
僕
も
行
き
ま
す
。 

 中
学
校 

国
語 

文
法
㉝ 

～
付
属
語
③
（
助
詞
の
種
類
③
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

 

 



一 

次
の
文
に
は
〈 

 

〉
の
数
だ
け
助
詞
が
あ
る
。
そ
の
助
詞
に
線
を
引
き
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  
 

⑴ 

埼
玉
は 
関
東
地
方
の 

中
央
に 

位
置
す
る
。〈 

３ 

〉 

  
 

⑵ 

君
と 

私
は 

友
達
だ
か
ら 

い
つ
も 

一
緒
だ
。〈 

３ 

〉 

  
 

⑶ 

昨
夜
の 

大
雨
で 

柿
が 
す
べ
て 

落
ち
て 

し
ま
っ
た
。〈 

４ 

〉 

  
 

⑷ 

ふ
る
さ
と
か
ら 

旅
立
つ 

娘
を 
笑
顔
で 

見
送
る
よ
。〈 

４ 

〉 

  
 

⑸ 

こ
れ
く
ら
い 

君
に
は 

朝
飯
前
だ
ろ
う
。〈 

３ 

〉 

  
 

⑹ 

山
と 

海
、
ど
ち
ら
が 

い
い
か
し
ら
。〈 
３ 
〉 

 

二 

次
の
各
文
の
―
線
の
助
詞
の
種
類
を
後
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

山
が 

黄
色
と 

赤
に 

染
ま
る
。  

（     

） 

⑵ 

太
陽
は
い
つ
で
も
東
か
ら
昇
る
。（     

） 

   

⑶ 

Ａ
先
生
は 

天
文
学
が 

専
門
だ
。 

（     

） 

⑷ 

彼
は
ま
だ
来
な
い
の
か
。     

（   
  

） 

   

⑸ 

駅
に
行
っ
た
が
、
会
え
な
か
っ
た
。
（     

） 

⑹ 

エ
ー
ス
で
さ
え
抑
え
ら
れ
な
い
。
（   

  

） 

  
 

ア
・
格
助
詞 

イ
・
接
続
助
詞 

 

ウ
・
副
助
詞 

エ
・
終
助
詞 

 

三 

次
の
（  

）
に
適
切
な
格
助
詞
を
書
き
な
さ
い
。 

                               
(

５
点×

８
問) 

  

⑴ 

飛
行
機
（      

）
イ
タ
リ
ア
へ
行
く
。 

   

⑵ 

孫
（     

）
お
小
遣
い
を
や
る
。 

   

⑶ 

「
駅
は
ど
ち
ら
で
す
か
。」（    

）
た
ず
ね
る
。 

   

⑷ 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
（    

）
ピ
ア
ノ
、
両
方
得
意
だ
。 

   

⑸ 

動
物
園
に
ラ
イ
オ
ン
（    

）
見
に
行
っ
た
。 

   

⑹ 

六
時
（    

）
前
に
目
が
覚
め
た
。 

   

⑺ 

美
術
（    

）
好
き
だ
。 

   

⑻ 

窓 

（    

）
顔
を
出
す
。 

中
学
校 

国
語 

文
法
㉞ 

～
付
属
語
④
（
助
詞
の
ま
と
め
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

助
詞
の
見
分
け
は
難
し
い
！ 

前
に
来
る
語
や
置
か
れ
る
位

置
に
注
目
し
て
み
よ
う 

 

格
助
詞
…
…
主
に
体
言 

 

接
続
助
詞
…
主
に
用
言
や
助
動
詞 

 

副
助
詞
…
…
様
々
な
語 

 

終
助
詞
…
…
文
末
に
置
か
れ
る 



中
学
校 

国
語 

文
法
㉟ 

～
付
属
語
⑤
（
助
動
詞
の
種
類
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 

一 

次
の
表
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
助
動
詞
の
種
類
を
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
５
点×

２０
問
） 

 

㉓ ㉒ ㉑ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

だ で
す 

ま
い 

そ
う
だ 

そ
う
で
す 

よ
う
だ 

よ
う
で
す 

ら
し
い 

ま
す 

た う よ
う 

な
い 

ぬ
（
ん
） 

た
い 

た
が
る 

せ
る 

さ
せ
る 

れ
る 

ら
れ
る 

    

様
態
（
推
定
） 

 

推
定 

  

想
起
（
確
認
） 

              

は
っ
き
り
と
言
い
切
る 

…
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
予
想 

…
し
な
い
つ
も
り
だ
と
い
う
気
持
ち 

他
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
伝
え
る 

様
子
や
状
態
か
ら
推
し
量
る 

た
と
え
（
ま
る
で
～
の
よ
う
だ
） 

根
拠
に
基
づ
い
て
推
し
量
る 

根
拠
に
基
づ
い
て
推
し
量
る 

丁
寧
な
気
持
ち
を
表
す 

思
い
出
し
、
思
い
当
た
る
こ
と 

今
も
続
い
て
い
る
状
態
（
…
て
い
る
） 

ち
ょ
う
ど
終
わ
っ
た
こ
と 

現
在
よ
り
以
前
の
こ
と 

何
か
を
一
緒
に
し
よ
う
と
誘
う 

何
か
を
し
よ
う
と
す
る 

想
像
・
予
想
す
る 

打
ち
消
す 

話
し
手
・
書
き
手
が
望
む
こ
と 

話
し
手
・
書
き
手
以
外
が
望
む
こ
と 

他
の
も
の
に
そ
う
さ
せ
る 

自
然
に
そ
う
な
る 

敬
意
を
表
す
（
…
な
さ
る
） 

…
す
る
こ
と
が
で
き
る 

他
の
も
の
か
ら
そ
う
さ
れ
る 

・
と
て
も
す
ば
ら
し
い
作
品
だ
。 

・
兄
は
高
校
生
で
す
。 

・
明
日
は
雪
に
は
な
る
ま
い
。 

・
失
敗
は
二
度
と
し
ま
い
。 

・
明
日
は
雪
が
降
る
そ
う
だ
。 

・
明
日
は
雪
が
降
り
そ
う
だ
。 

・
大
き
く
て
岩
の
よ
う
だ
。 

・
ま
だ
雪
が
降
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

・
明
日
は
雪
が
降
る
ら
し
い
。 

・
私
も
行
き
ま
す
。 

・
こ
れ
は
あ
な
た
の
で
し
た
ね
。 

・
先
の
と
が
っ
た
鉛
筆
。 

・
た
っ
た
今
、
駅
に
着
い
た
。 

・
昨
日
は
と
て
も
寒
か
っ
た
。 

・
さ
あ
、
一
緒
に
帰
ろ
う
。 

・
私
も
注
意
し
よ
う
と
思
う
。 

・
彼
は
来
な
い
だ
ろ
う
。 

・
私
は
知
ら
な
い
。 

・
知
ら
ぬ
が
仏
。 

・
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
い
。 

・
彼
女
は
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
が
る
。 

・
本
を
読
ま
せ
る
。 

・
朝
食
を
食
べ
さ
せ
る
。 

・
昔
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。 

・
先
生
が
来
ら
れ
る
。 

・
朝
早
く
起
き
ら
れ
る
。 

・
先
生
に
見
ら
れ
る
。 

  
 

 

        

 

点 



助
動
詞
―
体
言
や
用
言
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
語
に
つ
い
て
様
々
な
意
味
を
そ
え
る
。 

「
れ
る
・
ら
れ
る
・
せ
る
・
さ
せ
る
・
た
い
・
た
が
る
・
ら
し
い
・
よ
う
だ
・
そ
う
だ
・
な

い
・
ぬ
・
う
・
よ
う
・
ま
い
・
た
・
だ
・
で
す
・
ま
す
」 

 

一 

次
の
文
の
中
か
ら
助
動
詞
を
探
し
、
―
線
を
引
き
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

そ
れ
は 

誰
も
知
ら
な
い
。 

⑵
国
語
が 

好
き
で
す
。 

 
 
 

⑶ 

会
い
に 

行
き
た
い
。 

  

⑷ 

決
し
て
忘
れ
る
ま
い
。 

 
 
 

⑸
家
に
帰
ら
せ
る
。 

 
 
 
 
 
 

⑹ 

風
が
強
く
な
り
そ
う
だ
。 

 

二 

次
の
各
文
に
お
け
る
「
れ
る
（
ら
れ
る
）
」
の
意
味
・
用
法
を
後
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。（
５
点×

６
問
） 

  

⑴ 

彼
の
身
が
案
じ
ら
れ
る
。 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑵ 
彼
女
に
話
し
か
け
ら
れ
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  

⑶ 

先
生
が
話
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑷ 

霧
が
晴
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  

⑸ 

私
は
速
く
走
れ
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑹ 

あ
の
子
に
笑
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  
 

ア
・
受
け
身 

 
 

イ
・
尊
敬 

 

ウ
・
自
発 

 
 

エ
・
可
能 

 

三 

次
の
―
線
部
の
助
動
詞
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
に
○
を
付
け
な
さ
い
。 

（
１０
点×

４
問
） 

 

⑴ 

結
婚
式
は
三
日
前
に
終
わ
っ
た
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

ア
・
こ
れ
は
と
て
も
値
段
が
高
そ
う
だ
。 

 
 
 
 

イ
・
明
日
は
晴
れ
そ
う
だ
。 

 
 

ウ
・
今
度
こ
そ
優
勝
で
き
そ
う
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

エ
・
明
日
は
晴
れ
る
そ
う
だ
。 

  

⑵ 

外
は
寒
か
ろ
う
。 

  
 

ア
・
来
年
も
ま
た
頑
張
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
・
一
緒
に
素
敵
な
絵
を
描
こ
う
。 

 
 

ウ
・
夜
は
き
っ
と
静
か
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
・
状
況
に
応
じ
て
判
断
し
よ
う
。 

  

⑶ 

私
は
も
う
二
度
と
こ
こ
へ
は
帰
る
ま
い
。 

  
 

ア
・
雨
は
も
う
降
る
ま
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
・
失
敗
を
繰
り
返
す
ま
い
。 

 
 

ウ
・
も
う
飛
ぶ
ま
い
ぞ
、
こ
の
蝶
々
。 

 
 
 
 
 
 

エ
・
彼
は
ど
こ
へ
も
行
く
ま
い
。 

  

⑷ 

父
は
仕
事
に
行
く
ら
し
く
、
ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
。 

  
 

ア
・
男
ら
し
く
勝
負
し
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
・
そ
こ
に
い
る
の
は
先
生
ら
し
い
。 

 
 

ウ
・
君
は
い
つ
も
子
供
ら
し
い
こ
と
を
す
る
。 

エ
・
学
生
は
学
生
ら
し
く
し
な
さ
い
。 

 中
学
校 

国
語 

文
法
㊱ 

～
付
属
語
⑥
（
助
動
詞
）
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 



一 

次
の
―
線
部
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
、
記
号
に
○
を
付
け
な
さ
い
。 

（
２０
点×

５
問
） 

 

⑴ 

私
は
絶
対
に
行
か
な
い
。 

 

ア
・
強
風
の
中
歩
く
の
は
危
な
い
。 

 
 

イ
・
そ
ん
な
に
お
い
し
く
な
い
。 

 

ウ
・
誰
も
寝
て
は
な
ら
な
い
。 

 

⑵ 

夏
は
お
い
し
い
ト
マ
ト
が
食
べ
ら
れ
る
季
節
で
す
。 

  
 

ア
・
市
民
の
安
全
が
案
じ
ら
れ
る
。 

  
 

イ
・
果
実
を
害
獣
に
食
べ
ら
れ
る
。 

  
 

ウ
・
今
夜
は
ご
ち
そ
う
が
食
べ
ら
れ
る
。 

 

⑶ 

明
日
で
面
談
期
間
は
終
わ
り
だ
。 

  
 

ア
・
教
室
で
フ
ル
ー
ト
を
吹
く
。 

  
 

イ
・
緑
が
き
れ
い
で
た
め
息
を
つ
い
た
。 

  
 

ウ
・
吾
輩
は
猫
で
あ
る
。 

 

⑷ 

お
腹
が
減
っ
た
か
ら
食
事
に
し
よ
う
。 

  
 

ア
・
少
雨
か
ら
水
不
足
と
な
っ
た
。 

 
 
 

 

イ
・
だ
か
ら
僕
は
嫌
だ
と
言
っ
た
だ
ろ
う
。 

  
 

ウ
・
足
が
痛
い
か
ら
見
学
す
る
。 

 

⑸ 

こ
の
料
理
は
お
い
し
そ
う
だ
。 

  
 

ア
・
君
は
ピ
ア
ノ
が
得
意
だ
そ
う
だ
ね
。 

  
 

イ
・「
星
が
き
れ
い
だ
ね
。」「
そ
う
だ
ね
。」 

  
 

ウ
・
明
日
は
晴
れ
そ
う
だ
よ
。 

中
学
校 

国
語 

文
法
㊲ 

～
紛
ら
わ
し
い
品
詞
の
見
分
け
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

                                              

 

 

 

点 

 

助
動
詞
「
な
い
」
＝
文
節
が
「
な
い
」
の
上
で
切
れ
な
い
。 

 

形
容
詞
「
な
い
」
＝
文
節
が
「
な
い
」
の
上
で
切
れ
る
。 

 
 

★
助
動
詞
「
な
い
」
は
「
ぬ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。 

 
 

例
：
走
れ
「
な
い
」
＝
走
れ
ぬ 

○ 
⇨
 

助
動
詞 

 
 
 
 
 
 

暑
く
「
な
い
」
＝
暑
く
ぬ 

×
 
⇨
 

形
容
詞 

  

他
の
単
語
の
一
部
＝
き
た
な
い(

汚
い)

・
切
な
い 

な
ど 

助
動
詞
「
ら
れ
る
」
は 

四
種
類
！ 

 
 

 
 
 
 
 

①
受
け
身
…
「
～
さ
れ
る
」
の
意
味 

 
 
 
 
 

②
尊
敬 

 

… 
主
語
が
目
上
の
人
。 

 
 
 
 
 

③
自
発 

 

…
自
然
と
わ
き
上
が
る
感
情 

 
 
 
 
 

④
可
能 

 

…
「
～
こ
と
が
で
き
る
」
の
意
味 

助
動
詞
「
ら
れ
る
」
は 

四
種
類
！ 

 
 

 
 
 
 
 

①
受
け
身
…
「
～
さ
れ
る
」
の
意
味 

 
 
 
 
 

②
尊
敬 

 

… 
主
語
が
目
上
の
人
。 

 
 
 
 
 

③
自
発 

 

…
自
然
と
わ
き
上
が
る
感
情 

 
 
 
 
 

④
可
能 

 

…
「
～
こ
と
が
で
き
る
」
の
意
味 

 

助
動
詞
「
ら
れ
る
」
は 

四
種
類
！ 

 
 

 
 
 

①
受
け
身
…
「
～
さ
れ
る
」
の
意
味 

 
 
 

②
尊
敬 

 

… 

主
語
が
目
上
の
人
。 

 
 
 

③
自
発 

 

… 

自
然
と
わ
き
上
が
る
感
情 

 
 
 

④
可
能 

 

…
「
～
こ
と
が
で
き
る
」
の
意
味 

「
で
」
の
識
別 

 
 
 

①
格
助
詞
「
で
」 

 

 
 
 

②
形
容
動
詞
の
連
用
形 

 

 
 
 

③
助
動
詞
「
だ
」
の
連
用
形 

 
 
 

④
接
続
助
詞
「
で
」 

  
 
 

ど
ん
な
言
葉
に
接
続
し
て
い
る
か
確
か
め
よ
う
。 

自
立
語
か
付
属
語
か 

 

ど
ん
な
語
に
接
続
し
て
い
る
の
か
… 

 

文
節
分
け
や
単
語
分
け
か
ら 

 

一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
見
て
い
く
と 

 

見
分
け
が
つ
い
て
く
る
よ
！ 

   


